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認知症の⼈が尊厳や希望を持って暮らせる共⽣社会実現が⽬的の新法、認知
症基本法が今年の1⽉1⽇に施⾏されました。団塊世代が全員75歳以上となる
2025年には認知症の⼈は推計675万〜730万⼈で、⾼齢者の約5⼈に1⼈に上ると
⾒込まれています。 

物忘れや勘違いは誰にでもあるものです。でも、
それが認知症の予兆だったら⼼配ですよね！ 

もし認知症だったら、最も重要なのは早期発⾒と
早期治療です。早い段階で認知症に気付けば、早期
治療につなげられます。処⽅される薬は、神経細胞
に作⽤して症状の進⾏を遅らせます、早く服⽤を開
始することで⾼い効果が期待できます。 

認知症は本⼈だけでなく、家族にも⾝体的、精神的、経済的な負担が⼤きい
ものです。例えば、尊敬していた⽗親や⺟親、⼤切な夫や妻が簡単なこともで
きなくなっていく姿に⼾惑い、現実が受け⼊れられずに絶望感につながること
もあるでしょう、何度⾔っても話が通じなかったり、⾔うことを聞いてくれな
いことに、怒りを感じることもあるはずです。早期に発⾒できれば進⾏を⾷い
⽌めることも可能です。 

ご家族が認知症になったら！ 
⒈ 認知症を知る！ 

認知症を引き起こす病気には、⼿⾜の震えなどの
パーキンソン症状や幻視を伴い、症状の変動が⼤き
いレビー⼩体型認知症、脳梗塞や脳出⾎などのた
め、神経細胞が死にネットワークが壊れる脳⾎管性
認知症、原因不明で前頭葉と側頭葉が縮んで、我慢
や思いやりなどの社会性を失い周りの⼈を無視する
⾏動をとる前頭側頭型認知症、そして、認知症の原
因の約半数を占めるアルツハイマー型認知症があります。これは、異常なタン
パク質が脳の中に蓄積し、脳の神経細胞が徐々に減ってくるもので、⽐較的早
くから記憶障害、⾒当識障害のほか、不安・うつ・妄想が出やすい病気です。 
 
※⾒当識とは､現在の年⽉や時刻、⾃分がどこにいるかなどの基本的な状況を把握すること。 



 
澄川第四町内会福祉部                                2024.2.20 
 
⒉ 認知症ケアを考える！ 

ケアの対応が適切であれば、本⼈の気持ちが安定します。お世話をする⼈の
負担やストレス軽減に繋がります。急がせたり、焦らせたりしないで、リラッ
クスして安⼼できる環境で、本⼈の思いや気持ちを理解することが⼤切です。 
⑴ 尊厳を守る！ 

認知症になる前は、社会の⼀員として活躍されてき
ました。⾊々なことができなくなり、本⼈が⼀番⾟い
はずです。以前は、痴呆症と呼ばれた時代もありまし
たが、⼦供扱いなどはせずに接しましょう。 

⑵ できることを奪わない！ 
認知症になったからといって、何もかもできなくなったわけではありませ

ん。代わりに何でもやってしまいがちですが、出来ることはどんなことでも
やってもらいましょう。役割を持つことで⾃尊⼼を保つことができ、⼼の安
定につながります。 

⑶ 理解する！ 
常識はずれの⾔動でも、それを否定せず、そうなった

のはなぜかを知ることが⼤事です。徘徊するからといっ
て、出られないよう鍵をかけてしまうのでは、根本的な
解決にはなりません。何か⽤事があって外出したのに、
その⽤事を忘れて徘徊に繋がったのかもしれません。 

⑷ ケアを頑張りすぎない！ 
忘れがちなのが、お世話をする⼈への配慮です。お世話をしながら⾃らを

ケアをする「レスパイトケア」というものがありま
す。これは、在宅で介護をする家族の⾁体的・精神
的な疲労を取り除くため、外部のサービスを利⽤し
て⼀時的に介護を代わり、ご家族に休息を与える⽀
援です。 
（「札幌市認知症ガイドブック」より⼀部引⽤） 

今まで敬ってきた⼤切な⽅のちょっとした失敗や物忘れを、認知症の兆しと
することは難しいため、なかなか専⾨の病院を受診できない。これが実情だと
思います。しかし、少しでも早く治療を⾏うことで、その後の⼈⽣が⼤きく変
わるのは間違いありません。 

ご家族に限らず、ご近所の気になる⽅のちょっとした予兆に気付くのも、⾝
近な私たちだからできる穏やかな⾒守りだと思います。 


